
修士論文で何がなされているか

従ってそ-の固有値の近傍で級数展開するとOhsager方程式からのdevia一

七ionが生ずるであろうO

今後の問題としてHBr等の回転相転移を考えてみたいと思っておるO

強誘電体に於ける相転移の問題

一 秩序 ･無秩序型相転移に対する格子振動の影響-
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強誘電体に於げる相転移には変位型と秩序 ･無秩序型との二つがあり､ これ

らの転移の機構はa七omicな 1evelで dyna血calには解決されていない｡

そこで変位型のBaTi03 と秩序無秩序型のNaNChについて格子振動の面から

諦べてみた｡

変位型のJBaTiChは.格子振動の或nOde(特に波数k-0,opticalmo-

de)の不安定性により髄明されているが.unharTlqOnicityの取扱いが寓発

でまだ解決していない｡

ここでは秩序無秩序型のNaN02について簡単なhodelをえて転移の機構を

讃ぺて見たo NaN02は.Na_NCbに関するbodycentre-dIOrもhorhonbic

systemで N02の配向に関するOrder-disorderもyp畠の相転移を行い､

Tc=163Ocで Tc上的 locの温度巾でSinusoidala‡ユtiferro相が存在す●

る｡ 分極反転はNO2基の回転が主と考えられている｡

ここで図の様にNα 基の回

転をbb,面内とし.NO2基に
ノ
二つのNaに一つの平衡点を

仮点し.NO2基がどちらの平衡

点にいるかを (従って向きを)

指定する変数Pn(=±1)を導入
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し･双極子相互作用を-3Jnn,PnPn,と表わすo更に平衡点でNa及びN02の重

心に変位uZn･li2卦 1 を､N02の回転にenを許すと･Hamiltoniarlは.涙極

子相互作用 ,格子振動及びそのCOuPlingの項で表わせる. (couplingはJ.

格子振動あ一次及び二次ともにあるO ) 但し.a七〇皿間にその距離 Tに依存

するpOもential¢‖r圧Shortrange+ longraIユge)と仮定した｡

この結果.格子振動の方では.転移にPri皿aryに効くと予想された.変位

uと回転 OとのCOuplingは Poもentialを harmonic近似とする限り存在

せず (特に波数k-0に対して) unharmonicityを考慮､しても､ Tlg3'

uuoeの 七ypeの COllPli‡ユgLか存在せず､重要な効果を持つとは思われな

いO

-方Parもi駁on.funGもionを計算し､･格子振動のみを消して.格子振功の

双極子相互作用への影響を讃ぺると.ordereds七aもeと disorderedstar

七eとの各mod.eの frequencyの違いによって.一次転移の可能性があり､

又･Tcの変死 ,orderparameterSoの立ち上りの変北 ,su･scepihiliもy

xの変北等を引き起し､更に平衡点のずれによるひずみによってもTcを上げる

効果をもっ｡

例えば.orderedstate(T<Tc)で fTequenCyが下ると

o Tnは上るo.ヽノ

o S｡は frequencyの上 ;下に関係なく立上る｡ (醤2由点線)

〇 才は大きくなる (図 3.)

○ 平衡点のずれは常に㌔ を上げる｡

Tc ､T

(二次転移の場合)
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